
 

平成３０年度 南砺平高等学校 保健室 

６月４日から６月１０日は歯の衛生週間です。 

  6 月は歯の強化月間でもあります。毎日行う歯磨きですが、これを機に歯の

状態を見直し、一生付き合っていく自分の歯と、向き合いましょう。 

 先日、歯科検診がありました。検診結果を見てみると･･･むし歯がある人は少

なかったのですが、歯茎が歯肉炎になっていたり、歯に歯垢がついていたりして

いる人が多かったです。永久歯に生え替わった後は、もう新しい歯は生えてきま

せん。一生、今の歯と付き合っていくのです。そう考えたとき、みなさんの口の

中の状態は大丈夫でしょうか？一度鏡などで確認してみましょう。そして、治療

勧告書をもらった人ははやめに医療機関へ受診するようにしましょう。 

 

保健室からのつぶやき～進路について～ 

 最近、進路について相談を受けることが多くなりました。私は、小学校から保

健室の先生になる夢を抱き、今なっています。しかし、本当にそれで良かったの

かと疑問に思うことがあります。世の中にはどんな仕事があるのか？給料は？保

険は？勤務時間は？離職率は？転職しやすいのか？等の進路のことをもっと調

べた上で、選択した方が自分自身も納得していたと思うのです。「親にすすめら

れたから」ではなく、人生の主人公は“自分”です。今のうちから、情報をたく

さん集め、自分はどんな仕事をしたいのかを一度考えてみてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯周病に注意しましょう 

“歯周病”とは、歯を支えるまわりの部分の病気のことです。 

～メカニズム～ 

歯周病は、歯と歯ぐきの間のみがき残しの汚れから始まります。 

① 「歯周ポケット」 

歯と歯ぐきの間のすき間にたまったみがき残しの汚れが、すき間を少

しずつ深くしていき、深さ３mm 以上になったもの。歯周ポケットがで

きると、歯ぐきが赤く腫れたり血が出たり（歯肉炎）して、歯周病の症

状が現れてきます。 

② 「歯石」 

歯周ポケットにたまった汚れや細菌は、唾液の成分と結びついて、歯

石を作ります。歯石ができると、歯周ポケットはさらに深くなり、炎症

がひどくなります。自分で気づかないまま放っておくと、歯周ポケット

が深くなり、やがて歯が抜け落ちてしまいます。 

 

～予防～ 

決め手は、ブラッシングです。軽い力で小刻みに磨き、歯と歯茎の間

に歯周ポケットをつくらないようにしましょう。また、毎日ていねいな

ブラッシングをしていても、とりきれない汚れもあります。理想として

は年に１～２回は、歯科医で歯のクリーニングをしてもらうと良いです。 

 

 



 

 


